
小学校 第２・３学年 算数科学習指導案 
                                                   平成２７年 １０月１９日(月) 第５校時 

第２学年・第３学年       

                                                      指導者   

                                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３学年 

１．単元名  小数「はしたの大きさの表し方を考えよう」（東京書籍３下） 

 

２．単元とその指導 

（１）単元について（キャリア教育に関わる部分にアンダーライン） 

   本単元は、小数の意味や表し方について理解し、小数の加減計算が

できるようにすることがねらいである。本単元では、端数部分の大き

さを表すのに小数を用いることを扱い、それらを、「7.3ｃｍ」や「2.6

Ｌ」等の単名数で表すことを指導する。１Ｌに満たない量をＬを使っ

て表すという課題から、端数部分の量の表し方の導入をし、次いで小

数の十進構造についての仕組みや小数の位や構成、相対的な見方、大

小関係、順序についての理解を深めていく。今までの整数の学習で、

ある単位の大きさが 10集まると次の単位となって表される仕組みで

あったのとは逆に、ある単位（１）の大きさを 10 等分して新たな単

位（0.1）をつくり，その単位のいくつ分かで大きさを表すという小さ

な数へ数概念を拡張していく第一歩となる。 

本単元の学習は，第３学年の「分数」、第４学年の「小数のかけ算

とわり算」へと発展する。 

 

 

 

 

 

 

（２）児童について 

 本学年の児童は、まじめに学習に臨むが理解に個人差がある。「１人

学び」では、図や絵を用いたり、既習の計算方法を使ったりして解決

しようとしている。また、「とも学び」では、自分の考えや思いを言 

 

第２学年 

１．単元名  かけ算（１）「新しい計算を考えよう」（東京書籍２下） 

 
２．単元とその指導 

（１）単元について（キャリア教育に関わる部分にアンダーライン） 

    本単元は、乗法の意味を知り、獲得した乗法九九を生活や学習の中

で活用できるようにするのがねらいである。そのために、乗法の意味、

性質、式の読み・書き、九九の構成と習熟を学習内容としている。乗

法が用いられるのは、「１つ分の大きさが同じ」で、それが「いくつ

分か」あるとき、全体の大きさを求める場合である。これらを理解す

るために、まず、同数ずつのいくつ分かになる場合とそうでない場合

が区別できること、次にそれを「３個の４つ分」などと表現できるこ

とが必要になる。乗法の意味の理解には、具体的な場面を図・絵やお

はじきで置き換えること、そして、それをことばで「何個のいくつ分」

と言えること。次にそれを式で書き、「○かける◎」と読むことがで

きること。答えを、累加計算で求めて行くこと。これらが、一体とし

て理解できるようにしていく。 「かけ算（１）」では、５→２→３

→４までの段を扱い、かけ算の意味を知るために「累加」と「乗数が

１増えるときの積の増」を用いて九九を構成させていく。また、身の

回りにあるかけ算の場面をさがし、日常生活と算数を結びつけてい

く。 

本単元の学習は、次単元の「かけ算（２）」につながり、また第３

学年の「かけ算の筆算」へと発展する。 

 

（２）児童について 

   本学年の児童は、加減算の問題に取り組む学習では、「１人学び」

で絵を書いたり数カードを使ったりして自分の考えを書き、「ペア学

習」「とも学び」をする活動に取り組んできた。｢はじめに｣｢つぎに｣｢さ 



４．単元の評価規準 ４．単元の評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ったり、お互いの共通な意見を見つけたりすることが少しずつできる

ようになってきている。しかし、友だちの考えをしっかり聞いて、お

互いを認め合い共感的に受け止めていくまでには至っていない。 

 

 

 

（３）指導について 

   小数を１Ｌマス図や数直線などを用いて表し、大きさを比べる算数

的活動を通して小数の意味と大きさについて実感を伴って理解させ

る。また、小数の加法および減法の計算の仕方については「１を 10 等

分した 1つ分(0.1)のいくつ分」という考え方を活用して、図と関連付

けながら考え説明できるようにしたいと考えている。さらに、小数で

も単位の大きさに着目して考えると、整数と同様に計算できることに

気付かせ、そのよさを実感させる。「とも学び」では、友だちの考え

のよさを認めたり、分からないと思うことを質問したりして、みんな

で協力して学習を進めていく場を大切にする。 

本時の「１人学び」では、１Ｌマス図・テープ図や文・式などいろ

いろな考え方をさせる。そして、それらの考えに共通することとして

０.１のいくつ分という考え方を見つけさせ、整数と同じように小数も

計算することができることを理解させる。自力解決が困難な児童には、

半具体物操作を行い理解させる。 

 

    
 

 

３．単元の目標 

  ○小数の意味や表し方について理解し、小数の加減計算ができるよう

にする。 

○友だちの考えのよさを認めたり、分からないと思うことを質問した

りしようとしている。 

（人間関係形成・社会形成能力） 

 

 

 

                   

   

いごに｣という順序を表す言葉を使って説明することで，ペアで説明し

合うことに少しずつ慣れてきている。「とも学び」では、学習リーダー

を中心に、自分の考えを相手に伝わるように説明する指導をしている

ところである。 

 

（３）指導について 

   本単元は、今後の乗法の学習の基礎となるので意味をていねいに指

導していくことが大切である。そのために、まず導入時に同数のかた

まりに目をつけて、それがいくつ分あるかを絵や図，操作を通して意

識付けさせる。さらに児童に，基準量のいくつ分にあたる大きさを求

める場合がかけ算であることをしっかりと理解させていく。「１人学

び」「とも学び」では、自分の考えを図や式、言葉を関連付けて表現さ

せたり、友だちの考えのよさを感じさせたりする場を大切にする。ま

た、場面によってはヒントカードやアレイ図などを準備しておく。今

後、児童がかけ算九九を無理なく楽しく覚えられるように工夫して意

欲の持続化を図り、確実に覚えられるようにする。 

   本時では、問題文から「○個ずつの□つ分」がイメージできず立式

できない児童には具体物を見せたりワークシートへ書き込ませたりし

て、立式へ導いていく。また、「１つ分の数」や「いくつ分」が問題文

の中で、何にあたるかを考えさせて答えの求め方を考えるように助言

する。 

３．単元の目標 

  ○乗法の意味について理解し、それを用いることができるようにする。 

○自分の考えを相手に分かるように伝えようとしている。 

（人間関係形成・社会形成能力） 



４．単元の評価規準                             ４．単元の評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．指導と評価の計画（全２５時間） 本時 ６/２５時            ５．指導と評価の計画（全１２時間） 本時 ７/１２時 

評価方法 評価規準 主な学習活動 次 次 主な学習活動 評価規準 評価方法 

観察 

発言 

ノート 

関ものの全体の個数

を，「1つ分の数」の

「いくつ分」ととら

えるとよいことに気

づき，数えようとし

ている。 

考数量を「1 つ分の数」

の「いくつ分」とと

らえ，説明している。 

・ 絵を見て，それぞれの乗り物に乗

っている子どもの人数を調べる。 

 

①
か
け
算 

９
時
間 

①
は
し
た
の
大
き
さ
の
表
し
方 

４
時
間 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 

・整数で表せないはしたのかさの

表し方を考える。 

・１Ｌを１０等分した１こ分のか

さを「０.１Ｌ」と言うことを知

る。 

・はしたのかさはその３こ分で 

０.３Ｌ、合わせて１.３Ｌにな

ることを知る。 

 

関身の回りにある小数

に関心を持ち、小数

が用いられる場合に

ついて考えようとし

ている。 

考物差しの目盛りなど

と関連づけて、１を

１０等分して１Ｌに

満たない端数部分の

体積の表し方を考

え、説明している。 

観察 

発言 
ノート 

 

観察 

発言 

ノート 

 

・総数が同じでも 1 台に同じ人数ず

つ乗っているものといないもの

があることや，同じ人数ずつ乗っ

ている場合でも1台に乗っている

人数が違うことから，「1 つ分の

数」と「いくつ分」をとらえる。 

算数への 

関心・意欲・態度 

数学的な 

  考え方 

 

技能 

数量や図形につい

ての知識・理解 

・小数を用いると

整数で表せな

い端数部分の

大きさを表せ

るよさに気づ

き、小数を生活

や学習に用い

ようとする。 

 

・小数は整数

の十進位取り

記数法を拡張

していること

をとらえ、小

数の仕組みや

構成、加減計

算の仕方を考

え、表現する

こ と がで き

る。 

 

・端数部分の

大きさを小

数を使って

表したり、

１／10の位

までの小数

の加減計算

をしたりす

ることがで

きる。 

 

 

・小数が用いられる

場合や小数の仕

組みについて知

り、小数の意味

や、１／10の位ま

での小数の加減

計算の意味や計

算の仕方につい

て理解する。 

算数への 

関心・意欲・態度 

数学的な 

  考え方 

 

技能 

数量や図形につい

ての知識・理解 

・乗法のよさに

気づき，もの

の全体の個数

をとらえると

きに乗法を用

い よ う と す

る。 

 

・累加の考え

や乗数と積

の関係など

を基に，乗

法九九の構

成の仕方を

考え表現す

ることがで

きる。 

 

・乗法が用い

られる場面

を絵や図，

言葉，式で

表すことが

できる。 

・乗法九九（5，

2，3，4の段）

を構成し，

確実に唱え

ることがで

きる。 

 

・乗法が用いられる

場合や乗法九九

について知り，乗

法の意味につい

て理解する。 

・乗法に関して成り

立つ性質（乗数が

1ずつ増えるとき

の積の増え方や

交換法則）を理解

する。 



観察 

発言 

ノート 

技具体物のまとまりに

着目して，乗法の式

に表すことができ

る。 

知乗法は，1つ分の数の

大きさが決まってい

るときに，そのいく

つ分かにあたる大き

さを求める場合に用

いられることを理解

している。 

・絵やおはじきを使って，全体の人

数の求め方を言葉で説明する。 

・5×3＝15の式の意味を知る。 

・用語「かけ算」と記号「×」を知

る。 

 

 ・前時の学習を振り返りながら小

数を使ってはしたの大きさを表

す。 

・用語「小数」「小数点」「整数」

を知る。 

技体積について端数部

分の大きさを小数を

用いて表すことがで

きる。 

知用語「小数「小数点」

「整数」を理解してい 

る。 

観察 

発言 

ノート 

観察 

発言 

ノート 

・ 3，4ページの絵を見て，乗り物

に乗っている人数をかけ算の式

で表現する。 

・2，5，4 のまとまりになっている

ものの写真を見て，乗法の式に表

す。 

 

（
本
時
６
／
９
） 

・８ｃｍ７ｍｍのテープの長さを

ｃｍ単位で表すことを考える。 

・長さや重さの量について、小数

を使った単名数での表し方を考

える。 

技長さについて小数で

表すことができる。 

知小数を用いると、２

つの単位で表してい

た大きさを1つの単

位で表せることを理

解している。 

 

観察 

発言 

ノート 

観察 

発言 

ノート 

技乗法が用いられる場

面をおはじきや式で

表すことができる。 

 

・乗法の式から，その場面をおはじ

きで表す。 

・並んだおはじきを乗法の場面とし

てとらえ，乗法の式に表す。 

 

 

・数直線に表された小数を読んだ

り、数直線に小数を表したりす

る。 
・小数の相対的な大きさについて考

える。 

考整数の数直線と関連 

づけて、数直線上の

小数の読み方を考

え、説明している。 

観察 

発言 

ノート 

観察 

発言 

ノート 

知乗法の答えは，被乗

数を乗数の数だけ累

加して求められるこ

とを理解している。 

・問題場面から数量の関係をとら

え，立式や答えの求め方について

考える。 

・乗法の答えは，被乗数を乗数の数

だけ累加して求められることを

まとめる。 

 

②
小
数
の 

・「小数第一位」の用語を知り、

小数の位取りについて考える。 

・位取り板と数カードを使って、

147.2の構成をとらえる。 

知小数の各位の数字

は、それぞれ 100、10、

１、0.1などの単位の

個数を示しているこ

とを理解している。 

観察 

発言 

ノート 



観察 

発言 

ノート 

知倍の意味を知り，あ

る量の何倍かにあた

る量を求めるときも

かけ算を用いること

を理解している。 

・3cmの2つ分を，3cmの「2ばい」と

いうことを知る。 

・3cmの 2倍の長さを求めるときも，

3×2 のかけ算の式になることを

知る。 

し
く
み 

２
時
間 

・数直線を使って、小数の大小を

考える。 

・小数の大小を比較する時には、

整数の場合と同じように、位の

数字に着目すればよいことをま

とめる。 

 

考直線や構成を基に、

小数の大小を考え書

くことができる。 

知小数の大小関係を理

解している。 

観察 

発言 

ノート 

観察 

発言 

ノート 

考身の回りから，乗法

が用いられる場面を

見出し，言葉や式で

説明している。 

 

・身の回りからかけ算の式になる場

面を見出す。 

・どのような乗法の式になるかを，

「1 つ分の数」×「いくつ分」＝

「全部の数」を基に説明する。 

 

③
小
数
の
た
し
算
と
ひ
き
算 

３
時
間
（
本
時
１
／
３
） 

・場面を考えて、立式について考

える。 

・０.５＋０.３や０.４＋０.７ 

の計算の仕方を、０.１を単位 

として考える。 

考小数の加減計算の仕

方を、小数を０.１の

何こ分とみることで

既習の整数の計算に

帰着して考え、説明

している。 

技小数第一位どうしの

加法とその逆の減法

の計算ができる。 

観察 

発言 

ノート 

観察 

発言 

ノート 

技学習内容を適用し

て，問題を解決する

ことができる。 

・「力をつけるもんだい」に取り組

む。 

 ・場面をとらえ、立式について考

える。 

・前時の学習を使って、０.８－ 

０.３や１.４－０.６の計算の

仕方を考える。 
 

観察 

発言 

ノート 

観察 

発言 

ノート 

技 5 の段の九九を構成

することができる 

・お菓子が1箱に5個ずつ入っている

ときの1～4箱分の個数を求める。 

・累加や 5とび，アレイ図などを用

いて 5の段の九九を構成する。 

②
５
の
だ
ん
、
２
の
だ
ん
の 

・２.５＋１.８の筆算の仕方を考

える。 

・小数第一位までの小数の加法の

筆算の仕方をまとめる。 

・４.３－２.８の筆算の仕方を考

える。 

・４.２－３.５や４.５－１．５、

５－１.４の筆算の仕方を考え

る。 

考小数の仕組みや整数

の筆算を基に、小数

の加減法の筆算の仕

方を考え、説明した

りまとめたりしてい

る。 

技小数第一位までの小

数の加減法の筆算が

できる。 

観察 

発言 

ノート 



観察 

発言 

ノート 

技 5 の段の九九を確実

に唱えることがで

き，それを用いて問

題を解決することが

できる。 

・用語「九九」を知り，5の段の九

九を唱え，カードなどを使って練

習をする。 

・5 の段の九九の答えは 5 ずつ増え

ていることを確認する。 

 

九
九 

６
時
間 

④
小
数
の
い
ろ
い
ろ
な
表
し
方 

１
時
間 

・２.８を数直線に表し、いろいろ

な見方や表し方を考える。 

・他者の考えを読み取り、図や式

や数直線で表す。 

・２.８は、数の構成や、相対的な

大きさを基にするといろいろな

表し方ができることをまとめ

る。 

 

考小数の仕組みを基

に、数直線や式を用

いて、２.８の多様な

見方について考え、

表現している。 

観察 

発言 

ノート 

観察 

発言 

ノート 

・5 の段の九九を用いて問題を解決

する。 

観察 

発言 

ノート 

考5の段の九九の構成

の仕方を基に，2の段

の構成の仕方を考

え，説明している。 

技 2 の段の九九を構成

することができる。 

・1皿にすしが2個ずつ乗っていると

きの1～5皿分の個数を求める。 

・累加や 2とび，アレイ図などを用

いて 2の段の九九を構成する。 

 

⑤
ま
と
め 

２
時
間 

・「力をつけるもんだい」に取り

組む。 

技学習内容を適用して 

問題を解決すること 

ができる。 

観察 

発言 

ノート 

観察 

発言 

ノート 

技 2 の段の九九を確実

に唱えることがで

き，それを用いて問

題を解決することが

できる。 

・2の段の九九を唱え，カードなど

を使って練習をする。 

・2 の段の九九の答えは 2 ずつ増え

ていることを確認する。 

 ・「しあげのもんだい」に取り組

む。 

知基本的な学習内容を 

身につけている。 

観察 

発言 

ノート 

観察 

発言 

ノート 

・2の段の九九を用いて問題を解決

する。 



観察 

発言 

ノート 

考乗法について成り立

つ性質を用いて，3の

段の九九の構成の仕

方を考え，説明して

いる。 

技 3 の段の九九を構成

することができる。 

・１パックに3個ずつ入っているプ

リンの1～4パック分の個数を求

める。 

・3×4の答えにいくつたせば3×5に

なるかを考える。 

・3×5の答えに3をたせば3×6にな

ることを活用して，3の段の九九

を構成する。 

・用語「かけられる数」「かける数」

を知る。 

 

③
３
の
だ
ん
、
４
の
だ
ん
の
九
九 

７
時
間 

   

観察 

発言 

ノート 

技3の段の九九を確実

に唱えることがで

き，それを用いて問

題を解決することが

できる。 

 

・3の段の九九を唱え，カードなど

を使って練習をする。 

・3 の段の九九の答えは，乗数が 1

増えると 3 増えることを確認す

る。 

観察 

発言 

ノート 

・3 の段の九九を用いて問題を解決

する。 

観察 

発言 

ノート 

考乗法について成り立

つ性質を用いて，4の

段の九九の構成の仕

方を考え，説明して

いる。 

技 4 の段の九九を構成

することができる。 

 

・1袋に4個ずつ入っているみかんの

1～5袋分の個数を求める。 

・4×5のかける数が1増えると答え

はいくつ増えているか確かめる。 

・4 の段では，かける数が 1 増える

と答えが 4 増えることを活用し

て，4の段の九九を構成する。 

観察 

発言 

ノート 

技 4 の段の九九を確実

に唱えることがで

き，それを用いて問

題を解決することが

できる。 

・4の段の九九を唱え，カードなど

を使って練習をする。 

・4 の段の九九の答えは，乗数が 1

増えると 4 増えることを確認す

る。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．本時の指導                            ６．本時の指導 

 

 

 

 

 

 

 

（２）評価規準                             （２）評価規準 

 

 

 

 

 

（３）準備物                              （３）準備物 

 ・おはじき ワークシート                         ・１Ｌマス １Ｌマス図 プリント 

（４）展開                               （４）展開 

観察 

発言 

ノート 

 ・4 の段の九九を用いて問題を解決

する。  
 
 
 

 
 
 

 
 

④
ま
と
め 

３
時
間 

観察 

発言 

ノート 

考乗法の用いられる場

面をとらえ，言葉や

式で説明している。 

知被乗数，乗数の意味

を理解している。 

・2×5＝10，5×2＝10で表される問

題の式と答えをそれぞれ考え，乗

法の式の意味について理解を確

かめる。 

観察 

ノート 

発言 

技学習内容を適用し

て、問題を解決する

ことができる。 

 

・「力をつけるもんだい」に取り組

む。 

観察 

ノート 

発言 

知基本的な学習内容を

身につけている。 

 

 

・しあげに取り組む。 

（１）本時の目標 

 ・かけ算の答えは、かけられる数をかける数の数だけ累加してもとめるこ

とができることを理解する｡ 

 ・自分の考えを図やおはじきを使ってわかりやすく説明しようとしてい

る。 

（１）本時の目標 

 ・小数第一位どうしの小数の加法計算の仕方を理解し、計算ができる。 

・友だちの考えをしっかり聞き、分からないと思うことを質問したりし

ようとしている。 

 

知乗法の答えは，被乗数を乗数の数だけ累加して求められることを理解

している。 

考小数の加法の計算の仕方を、小数を０.１の何こ分とみることで既習の整

数の計算に帰着して考え、説明している。 

技小数第一位どうしの加法の計算ができる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
技小数第一位どうしの加法とその逆の減法の計算ができる。 

 

 

 

評価規準 指導上の留意点  学習活動  学習活動 指導上の留意点 評価規準 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
知乗法の答えは， 

被乗数を乗数の 

数だけ累加して 

求められること 

を理解している。 

 

 

・学習リーダーを中心に、ペ

アで学習を進めさせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
・具体物を見せたりワークシート

へ書き込ませたりする。 

 

 

 

 

・図やおはじきを使って考え

させる。 

☆自分の考えを図やおはじき 

を使ってわかりやすく説明し 

ようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・分かったことを中心に書か

せる。 

１．前時の復習をす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．問題を読み、ノ

ートに書く。 

 

３．立式する。 

 

４．めあてを読み、

ノートに書く。 

５．自力解決をす

る。（１人学び） 

 

 

６．とも学びをす

る。 

 

 

 

７．まとめをする。 

 

８．練習問題を解

く。 

９．振り返りをす

る。 

 １．問題を読み、ノ

ートに書く。 

 

 

２．立式する。  

 

３．めあてを読み、

ノートに書く。 

 

 

４．自力解決をす

る。（１人学び） 

 

 

 

 

 

５．とも学びをす

る。 

 

 

６．まとめをする。 

 

 

 

７．練習問題を解

く。 

 

 

８．振り返りをす

る。 

 

・０.５Ｌ、０.３Ｌの具体物を用

意し、児童の興味関心を高める。 

 

 

 

 

・今までと違うところを確認する。 

 

 

 

・０.１L のひとつ分と考え

ることが表せない児童には、

ヒントカード（図）をもとに

考えさせる。 

 

 

 
☆友だちの考えをしっかり聞き、 

分からないと思うことを質問し 

たりしようとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・分かったことを中心に書か

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
考小数の加法の計算の 

仕方を、小数を０.１の 

何こ分とみることで既 

習の整数の計算に帰着 

して考え、説明してい 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

技小数第一位どう 

しの加法の計算が 

できる。 

 

 

 

 

 

 

ジュースが大きいペットボトルに０.５Ｌ、小さいペ

ットボトルに０.３Ｌ入っています。（あわせて何Ｌ

ありますか。） 

６×４の答えのもとめ方を考えよう。 

 １はこにおかしが６こずつ入ってい

ます。 ４はこでは、おかしは 何こにな

りますか。  

６×４の答えは、６＋６＋６＋６のけい

算でもとめることができる。 

０.５＋０.３の計算のしかたを考えよう。 

０．５＋０．３の計算は、０.１をもとにして

考えれば整数のたし算と同じように計算でき

る。 

 


